
「プロが驚くハイリターン投資法の実態－２０－」

現代版わらしべ長者への道
－本小冊子にノウハウを無料掲載－

Ｊ・Ｐ法（ジャンピング・ポイント投資法）とは・・

一口でいうと、検証可能な形でそのノウハウが公表されたローリスク・ハイリターンの

科学的投資法であり、基本的に市場の非効率性を衝いた逆張り投資法です。

検証可能ですから常に他の投資法との優劣が明確になります。Ｊ・Ｐ法は常にその世界

でナンバー１の投資法であり続けるために進化をし続ける投資法です。

Ｊ・Ｐ法の目的

＜儲けること＞

株式投資の最終目標は相場を当てることではなく、資産を株式投資によって殖やすこと

つまり儲けることです。無論、相場を百発百中当てることができれば、いやでも儲かっ

てしまいます。しかし、いかに科学が発達しようともそんなことは１００％無理な話で

す。（もし可能であるという人がいればその人は詐欺師かバカかのどちらかです）

Ｊ・Ｐ法は占いのように個々の銘柄を当てることではなく株価を統計的に処理すること

により継続的に利益をあげることを目指します。

Ｊ・Ｐ法の特徴

１）出来ることと出来ないことを峻別

当てることは出来ないが儲けることなら出来る、私達は何人といえども納得せざるを得

ない「自明の理」を積み重ね確率的に最大利益が期待できる手法を完成するための合理

的な努力を傾注し続けています。

２）勝ち易きに勝つ

トータルとして勝ち続けるためには市場全般の流れを読み、期待収益が予想されるリス

クよりも大きい特殊な時期の到来を待って市場に参入する必要があります。

「森（市場全般）を見てから木（個別銘柄）を見る」のがＪ・Ｐ法の基本です。その上

で更にリスクを軽減するために複数銘柄をバスケット買いします。

３）迷信から統計へ

株式相場は人生同様どんなに科学が発達しても予測不可能な側面を山ほど抱えていま

す。将来が予測できない不安定なものに対処する場合、人は何か神秘的なものや力強い

ものに頼る傾向があります。株式投資の世界、とりわけテクニカル分析の世界では神秘

性でカモフラージュした非科学的な投資法が未だに主流を占めています。

将来の変動が不安定で予測が不可能な商品を扱う場合の合理的な対応法は統計と確率を

利用することです。＜迷信から統計へ＞がＪ・Ｐ法のモットーです。
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図解J・P法（１０４） 吉村茂光
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日足折れ線グラフによる判定（会報99号参照）・・見送り 図２

ハイロー・バンドによる判定（会報１０３号参照）・・見送り 図３

ここから弱気局面

プロが驚くハイリータン投資法の実態－２０－

日経平均日足

このように下値が切り下がって

いる間は買いを考えない

株価が２５週ハイロー・バンド

の下にある間は弱気局面

中期株価弾性
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プロが驚くハイリータン投資法の実態－２０－

逆張り手法による局面判断

日足合格銘柄数による判断（会報１００号参照）・・見送り局面 図４

週足合格銘柄数による判断（会報１０１号参照）

合格銘柄数 このラインの上が買い場 合格５銘柄

（１０以上） で買い場で

はない。

ＪＰ法分析シート 週足用
大底圏の個別銘柄発掘法
短期Ｍ指標 以下 -4 最安値 周期 50 最高値 周期 50
中期Ｍ指標 以下 -10 最安値比率 以下 1.1 最高値比率 以下 0.6
生短弾性値 以下 -13 最安値日柄 以下 2 最高値日柄 以上 34
生中弾性値 以下 -25 短長DC後日柄 以上 18
生長弾性値 以下 -34 当日終値 以上 20
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プロが驚くハイリータン投資法の実態－２０－

前頁週足合格銘柄数と日経平均週足 図５

3月１７日合格銘柄：３４５銘柄
合格銘柄のうち株価の安い順に１０銘柄を選ぶと

合格銘柄１５０以上が買い場
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前頁１０銘柄の時価総額週足 図６

上記は全て 1銘柄単位で売買出来る銘柄。１０銘柄全て買ったとしても２３６４２０円に
過ぎません。今のような時期ですから万一の場合は無くなってもいいくらいの気持ちで買

ってみるのも一興かも知れません。過去のシミュレーションでは更に値下がりしたら買値

の 2割り下でナンピンすると全てのケースで利食いになってはいるのですが・・・。

騰落レシオ（日足）による判断（会報１０２号参照）・・買い場待ち 図７

ここが買いポイント

プロが驚くハイリータン投資法の実態－２０－

10銘柄買ったとしても金額的には約２３６円
の株を 1０００株買ったのと同じ結果です。
しかも経験的にみて値上がりの確率は 1銘柄
だけ買うよりもはるかに高くなっています。
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プロが驚くハイリータン投資法の実態－２０－

わらしべ長者への道
・２２５オプション参考メールの実績です。

全実績につきましては、下記ＵＲＬをご覧下さい。

http://www.neuralnet.co.jp/225option-prog/mail/index.html

２００８年３月限よりスタート

目標：元本１００万円 月目標１割増（複利）

５年後目標 ３億円 （第１回純益目標＝１０万円）

第１回純益目標＝１０万円 実績：１９万円 手取り概算１８万円

元利合計１１８万円

第２回純益目標＝１１．８万円
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Ｊ・Ｐ法の歴史

Ｊ・Ｐ法は開発者である吉村茂光が株式売買の実践の中から開発された投資法です。

この投資法を小冊子の形で一部の投資家に配布したのが今から約３０年以上前になりま

す。Ｍ指標（今盛んに使用されているＭＡＣＤとほとんど同じ）、ＭＡＶ指標、株価弾性

値等のオリジナル統計指標を駆使した科学的なテクニカル分析は画期的なものでした。

１９８４年にはＪ・Ｐ法の考え方を体系化して「最後に笑う 亀の歩みの投資術」（青

潮出版刊）を出版、多くの投資家、特に専門家の好評を博しました。（我が国のテクニカ

ル分析で指数平滑法や出来高加重平均株価を用いたのはこの本が初めてです）

その後パソコンの普及、低価格化に応じ１９８９年にパソコン使用を前提としたＪ・Ｐ

法の解説書「投資術の革命」（ぴいぷる社）を出版しました。

Ｊ・Ｐ法の解説書は上記の２著だけですが、その後も我々は日々研究を重ね分析手法も

計量分析的な方向性を強め、マーケットリスクを分析した上で個別銘柄のポートフォリオ

をいかに合理的に作成するかの研究に専念した結果、実践的効果に於いても飛躍的に向上

したものと自負しております。

ＪＰ法株価分析システムに関するお問い合わせ先

ご不明な点は弊社までご連絡下さい。

１０７－００５２ 東京都港区赤坂６－６－４ 赤坂栄ビル２０４

ニューラルネットシステム株式会社 ＴＥＬ ０３－５５４９－７２８０

ＦＡＸ ０３－５５４９－０８２８

http://www.neuralnet.co.jp/

プロが驚くハイリータン投資法の実態－２０－


